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Fig．6　SDS－PAGE　analys．is　of　immunoprecipita亡es
　　　　　　formed　between　ABS　and　rat　bone　marrow
　　　　　　cell　lysate　laboled　with　3H．
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3・3・2　マウスリンパ球表面抗原
　C57．　BLマウスの胸腺細胞をラクトペルオキシダーゼに
より1251で標識し’可溶化した後LcHカラムにて糖蛋白分
画を得てABSとの免疫沈降物をSDS－PAGEで解析し
たところ分子量25，000のpeakを得た．この結果はマウス
Thy－1抗原の特徴と一．致している25，26）．この分子量25，000
の抗原は過ヨウ素酸塩による3Hの標識では効果的にラベ
ルされなかった（Fig．5）。
3・4　Thv・1抗原陽性脾細胞の免疫学的機能
　3・4・1M工Cに対する影響
3 1
h
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　　　　　　　SLIC．E　N脳BERS
：Fig．7　1mmunopre　cipitation　and　SDS－PAGE　ana－
　　　　　　lysis　of．3H　labeled　rat　thymus　cell　lysate
　　　　　　reacte．d　with　ABS　either　unabsorbed（a）or
　　　　　　absorbed　once（b－d，　f，　h，　i）or　twice（e，　g＞
　　　　　　with　equal　volume　of　brain．　homogenate（b），
　　　　　　thymocytes（c），　bone　血arrow　cells（d，　e），
　　　　　　spleen　cells（f，　g），1iver　homogenates．（h），
　　　　　　lymph　node　cells（i）．
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Fig．8　1皿munoprecipitation　and　SDS－PAGE　analy．
　　　　sis　of　3H　labeled　rat　bone　marrow　cell
　　　　lysate　reacted　with　ABS　either　unabsorbed
　　　　（a）or　absorbed　once　with　equal　volume　of
　　　　thymocytes（b）and　lymph　node　cells（c）、
Table　2
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　　　　　　cell　nUIllberS
口　　CQn．八〔，）
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Treatment
「
囮　　c。11，A（一）
［コ　　COI1．　A〔つ
B
MLC　colnbination
　C＊alone
　370（！．00）3
47，568（128．6）
An亡i－Thy一ユ十C
　　nd4
56，272（1523）
c臼11　nUIlber5
S1（ACIγR2（ACI）
S（WKA）一R（ACI）
＊C二Complement．
1S＝
2R：
Stimulator　cells．
Responder　cells．
Fig．9田ectぐ）f　Con　A　activated　WKA　spleen　cells
　　　　pretreated　either　with　ABS　and　C（B）or
　　　　with　C　alone（A）Qn　one－way　MLC．　Sup－
　　　　pression　of　MLC　responses　were　noted　by
　　　　adding　Con　A　activated　spleen　cells．　When
　　　　Thy－1　positive　spleen　cells　were　depleted　by
　　　　treating　the皿with　ABS　and　C　before　Con
　　　　Aactivation，　their　supPressor　activity　Qn
　　　　MLC　were　abolished，
Table　3聯σoデA’疵一7んツーズ〃でα彦〃L6π‘げ’
膨66〃6β臨。η’ん8〃一NKα漉乙・勿
「rreatnlen亡T／EratiQ　％Cytotoxicity（SE）1
3Values　were　expressed　as　cpm　and　S．1．　were　in
parenthese．
4nd二not　determined．
Calone2
Anti－Thy－1十C
Antic－T十C
11100
1：100
1：100
　WKAラット島細胞をstimulator　cellとしてACIラ
ット脾細胞をresponder　ce11とするOne　way　MLCは，
responder　cellを補体処理してもまったく影響はうけず，
ABSと補体処理によりThy－1陽性脾細胞を除去した場合
でもそのMLC反応には影響はなかった（Table　2）・
　3・4・2　Con　A誘導サプレッサー細胞との関係
　One　way　MLCにCon　Aで誘導したサプレッサー細
胞を加えるとMLC反応が著明に抑制された．この抑制は
加えるサプレッサー細胞の数が増加するにつれてつよい抑
制を示した．Thy－1陽性脾細胞群をABSと補体処理に
より除去してから，Con　Aにより賦活化した脾細胞を
MLCに加えるとMLC反応の抑制効果は消失し，逆に反
応の増強が観察された（Fig．9）・
　3・4・3NK細胞との関係
　WKAラッ1・の脾細胞はK562細胞に対してNK活性
を示し，脾細胞の補体処理にてはまったく影響をうけない
が，WKAラット脾細胞中よりThy－1陽性脾細胞を除去
するとNK活性が著明に低下する現象が認められた．又
抗T細胞血清27）と補体処理によりT細胞を除去しても，
NK活性が低下した（Table　3）．
17．80（7．69）3
－0．57　（1．26）
　1．53　（4．00）
1SE：　Standered　error，
2C＝ ・mplement，
3AU　data　presented　were　from　triplic説e　deter－
mination　and　standed　error　were　in　parentheses，
4　考　　按
　マウスThy－1・1に対するアロ抗血清はラットThy－1抗
原と交又反応することは知られているが28），RIPとSDS－
PAGEによる解析ではアロ抗血清はラットリンパ球上の
Thy－1抗原を沈降させることはできなかった．したがって
著者らはラット脳より精製したThy－1　glycoproteinsを
ウサギに免疫して抗Thy－1抗体（ABS）を作製し，ラット
リンパ球上の抗原について検討した．蛍光抗体法において
ABSとラットリンパ球との反応を検討した結果は大部分
の胸腺細胞と反応し，骨髄細胞の35弩，脾細胞の11％と反
応するがリンパ節細胞とはほとんど反応せず，この結果は
抗Thy－1・1アロ血清を用いての細胞障害試験やradio－
active　binding　assayで得た結果28～30）と同様でABSが
Thy－1抗原を検出していることが示された．胸腺細胞，骨
髄細胞，脾細胞間のThy－1抗原陽性細胞の抗原量を比較
してみると，胸腺細胞は骨髄細胞の3倍，脾細胞の5倍を
49　（6）1980 ラッ1・Thy－1抗原 565
有している．
　ラット胸腺内における抗原分布は胸腺皮質細胞に強く
Thy－1抗原が表現されている．同様の分布を示す抗原は
Goldschneider31）により骨髄リンパ球に対するウサギ抗
血清（BMLA）により認識されることが報告されており，こ
の関係からも今回我々が免疫電顕により骨髄リンパ球の大
部分がThy－1抗原をその細胞表面に表現していること
を明らかにしたことは注目に値する，Goldschneider32）は
BMLAとThy4抗原が各々の抗血清により両老がCo－
cappingをおこすことより同一分子上に存在していると考
えているが，その確認には免疫化学的分析が必要であろう・
　現在のところマウスTリンパ芽球細胞26），マウス脳33），
ラット胸腺34），ラット脳lo）よりThy－1抗原が分離されて
いる．その免疫化学的性状に関しては，ラット脳のThy－！
抗原，ラット胸腺のThy－1抗原（このうち胸腺のThy－1
抗原はLcHカラムに結合するものと，しないものとがあ
る）の3つの型が報告されている3・10）．しかし骨髄のThy－1
抗原に関する報告はない．著者らはABSと標識骨髄細胞
の免疫沈降物よりSDSPAGEにより分子量24，000の抗
原を認識した．ABSは胸腺細胞より分子量27，000の
Thy－1抗原を認識しているわけであるが，この分子量のわ
ずかに異なる2つのcomponentは同一の抗原であると考
えられる・その理由として第1にABSを骨髄細胞で吸収
した場合，胸腺細胞から27，000の抗原を検出できない．第
2にABSを胸腺細胞で吸収した場合，骨髄細胞から分子
量24，000の抗原を検出できない．第3にABSを脳で吸
収した場合，胸腺細胞から27，000，骨髄細胞から24，000の
抗原を検出することはできなかった，しかもラットリンパ
組織におけるThy－1抗原はSDS－PAGEで解析する場
合，脳のThy－1抗原と胸腺のThy－1抗原に関しても分
子量に差異のあることはすでに報告されている3，10）・Stan－
dring　6融Z．35）は，ラット胸腺細胞を3Hでラベルし可溶化
しPAGE分析を行ったところ分子量25，000のところに
bandを認めたが，骨髄細胞からは同様の実験でbandを
得られなかったと報告している・著者らの実験ではABS
と標識骨髄細胞lysateとの：免疫沈降反応を37。C　1時間行
いSDS－PAGE分析を行った場合明瞭なpeakは認めら
れなかったが，さらに4℃20時間の免疫沈降反応を行い，
SDS－PAGE分析を行ったところ分子量24，000の抗原を
認識することができた，分子量24，000のpeakが非特異的
反応産物でないことはリンパ節細胞でABSを吸収してか
ら標識骨髄細胞と免疫沈降反応を行っても24，000のpeak
は消失しないが，胸腺細胞や脳ホモジネートで吸収すると
消失することからも明らかである．おそらく骨髄細胞の抗
原量が少く，認識しうる免疫沈降物を得るのに長時問の
incubationが必要なのであろう．従来マウスThy－1抗原
がラベルされる条件でラットThy－1抗原はラクトペルオ
キシダー一州触媒により1251でラベルされないと報告されて
いるが35・36），著者らの検討では，ラット胸腺Thy－1抗原
は1251により標識することができた．ラットThy－1抗原
分子には2個のチロシン残基が存在することや28），精製さ
れたラットThy－1抗原はクロラミンT法により1251でラ
ベルされる35）ことからも当然と考えられる・しかし骨髄細
胞のThy－1抗原が1251でラベルされなかったことに関し
ては，胸腺と骨髄細胞上のThy－1抗原のチロシン残基に
高次構造上の差が存在するか，骨髄細胞上のチロシン残基
がmaskされている状態で存在している可能性がある．こ
れに反しマウスThy－1抗原は過ヨウ素酸塩を用いたso－
dium　3H－borohydrideでは標識することはできなかった．
これはラットにおいても胸腺と脳のThy－1抗原分子の
carbohydrate　compositionに大ぎな差が存在し37），ラッ
トとマウス間ではさらに大きな差が存在することが推測さ
れる．
　ラットThy－1抗原の免疫化学的分析に比しThy－1抗原
保有細胞の免疫学的機能に関する研究は少ない．マウスに
おけるThy－1陽性細胞の免疫学的機能に関する研究38噌40＞
は，マウスにおけるThy－1抗原がgeneral　T　cell　mar－
kerとしての性格を有していることを示しており，ラット
におけるThy－1抗原がT細胞亜群を認識しているのとは
大きく異なっている．本研究において，ラットにおける
Con　A誘導抑制性T細胞およびNK細胞がThy4抗原
を有していることを明らかにした．従来NK細胞の特徴
としてnon－phagocytic，　non－adherent，　surface　Ig陰性，
補体レセプター陽性という点が挙げられているが，確実な
マーカーが存在しないことからNK細胞の性状，起源に関
しては十分解明されているとはいえない，Cantor　86α乙41）
はマウスのNK細胞がT細胞分化抗原であるLy－5アロ
抗原を有していると報告している．またNK細胞はpre－
thymic　T細胞であり，マウスの場合10w　densityなが
らThy－1抗原を有しているとの報告もあり42），　NK細胞
がT細胞群に属しているとの考えもあるが反論も多い．
最近マウスNK活性がマウス脳ホモジネートせウサギを
免疫して得た血清anti－brain　associated　T　cell　antigen
（anti－BAT）にて除去されることが明らかとなり43），さら
にanti－BAT血清の抗NK活性は神経起源のglycolipids
であるasialo　GM1により特異的に吸収され44），　Schwar－
ting　and　Summers45）が遺伝的にNK活性が欠落してい
るC57BL／6　bg／bg（beige）というマウス脾細胞ではasialo
GMI含有量が著明に低下していることをみい出し，　asialo
GM1がマウスNK細胞のマーカーとして注目されてきて
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いる．しかしながらラットNK細胞に関して確実なマー
カーが報告されていない現状で，Thy－1抗原とラッ1・NK
細胞との関連はNK細胞の性状，起源を明らかにするうえ
で重要であろう・また我々が従来より使用している抗うッ
トT細胞血清もNK活性を障害したが，本血清がマウス
Ly－5に近似のT細胞抗原に対する抗体を含んでいる可能
性もあり，今後の検討が必要と思われる．
　リンパ造血系細胞の個体発生は非常に興味深い問題であ
るが，ラッ1・の骨髄細胞の約30％がThy－1抗原を有して
いること11～13，32，46）と関連してHunt12）は致死量の放射
線照射ラットにThy－1陰性の骨髄細胞を移入した場合
donar由来Bリンパ球は出現せず，　Thy－1陽性の骨髄細
胞を移入した場合にdonar由来Bリンパ’球カミ出現する
ことを報告しper－Bリンパ球にThy－1抗原が分布してい
ることを見い出した．又Thierfelder30）はうヅトの雲粒球
幹細胞，Goldschneider32）はより未熟な多能性法細胞にも
Thy－1抗原が分布していることを明らかにし，ラットの
Thy－1抗原はTリンパ球亜群のマーカーとしてばかりで
なく，ラット造血島細胞のマーカーとして造血幹細胞の個
体発生を明らかにする上で重要となってきている．この意
味からも我々が免疫電顕においてリンパ球様細胞や大型
blast　ce11にThy－1抗原が分布していることを明らか
にしたことは細胞分化の過程を解明する手がかりなると考
える．我々の今回の研究および上述したような事実を考え
併せると，マウスではThy4抗原がper－TからThy－
mocyteに分化する過程で増量するというT細胞マーカー
として出現するのに対し，ラットではThy－1抗原はむし
ろ造血幹細胞からリンパ系，頼粒球系細胞の分化の初期段
階に主に発現し，T細胞系では胸腺内分化の特定の過程ま
で発現していると考えることができよう．しかしその発現
の意義や種族間におけるこのような発現様式の差異などの
意味については今後の研究にまたねばならない．
5　結　　語
　ラットThy－1抗原の分布，免疫化学的性状，免疫学的
機能につき検討し，以下の結果を得た．
　1）大部分の胸腺細胞，骨髄細胞の30％，脾細胞の10％
にThy－1抗原が分布しているが，リンパ節細胞にはほと
んど分布していない．
　2）組織内分布は，胸腺皮質細胞に強く分布しており骨
髄内ではリンパ球様細胞と大型のblast　cellに分布してい
る．しかし有核赤血球やペルオキシダーゼ直島を有する密
粒球系細胞にはみられず骨髄における造血細胞分化の初期
に出現する抗原と考え．られた．
　3）ラット胸腺のThy－1抗原はSDS－PAGEによる分
析では27，000の分子量をもち，ラクトペルオキシダーゼ触
媒による1251の標識，過ヨウ素酸塩による3Hの標識も可
能であった．このことはラットのThy－1がsialo91yco－
proteinであることを示している．
　4）ラット骨髄のThy－1抗原はSDS－PAGEによる分
析では24，000の分子量をもち，過ヨウ素酸塩による3Hの
標識が可能であった．
　5）Thy－1抗原はNK細胞やCon　A誘導サプレッサ
ー細胞の前駆細胞に分布していたが，MLC反応細胞には
なく，ラットリンパ球亜群を認識する有用なマーカーと考
えられた．
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